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卒研について

• 多変量自己回帰モデルとの比較を通じた遅延相関分析の 
有用性評価 
• 単回帰モデルと多変量自己回帰(VAR)モデルの予測精度で評価 
• VARモデルの方が予測精度は高い

誤差が小さかった
メトリクス関係数

平均相対誤差(MRE)の 
平均

平均相対誤差の 
中央値

最大 
平均相対誤差

VARモデル 191 0.3997 0.3212 1.8714

回帰モデル 26 0.7997 0.6155 4.8651
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卒研について

• メトリクスの特徴による予測精度の変動 
• 遅延相関分析のMREが比較的小さいメトリクスを調査 
‣ 値の偏りが大きいデータに対して遅延相関分析が有用
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プリプロセッサ行数の時系列プロット



卒研について

• 予測期による予測精度の変動 
• MREの大小が変わる時点を調査 

‣ 18ヶ月先以降を予測する際は遅延相関分析 
‣ それ以前の際はVARモデル 

✓VARモデルは短期予測に向いているので，結果は妥当
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卒研について

• VARモデルの予測精度がよくなるメトリクス関係 
• VARモデルのMREが比較的小さいメトリクス関係を調査 

‣ 遅延係数が小さく，相関が強い関係に対して有用
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遅延係数の平均 相関係数の平均 MREの平均

MRE 
上位20件 2.8 0.6184 0.0253

MRE 
下位20件 7 0.5276 0.9258



卒研でやり残したこと

• 加算係数と差分係数を加味していない 
• 差分係数の必要性 

• 非線形データの場合 
• 21世紀の相関「MIC」 

• グレンジャー因果性 
• メトリクス関係の因果の方向性を調べる 
• 偏りが大きいって何？指標は？
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今後の予定

• グレンジャー因果性を調査 

• 非線形相関についてのサーベイ 

• 差分係数の有無について
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